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略  歴： 1988年韓国延世大学校韓国語学堂卒業、1990年筑波大学第三学群国際関係学類卒業、同

年防衛庁防衛研究所第2研究部第3研究室助手（防衛庁教官）、1994年米国ジョンズ・ホ

プキンス大学ポール・H・ニッツェ高等国際問題研究大学院（SAIS）修士課程修了、2000

年1月－11月防衛庁防衛局防衛政策課研究室部員（防衛庁部員）、同年11月－2001年11月

韓国慶南大学校極東問題研究所 客員研究員、2001年4月－2004年3月防衛庁防衛研究所

第2研究部第3研究室主任研究官（防衛庁教官）、2003年米国ジョンズ・ホプキンス大学

ポール・H・ニッツェ高等国際問題研究大学院（SAIS）博士課程修了、2004年－ 米国家

安全保障史料館朝鮮半島プロジェクト研究員、2004年7月－2006年6月内閣官房副長官補

（安全保障・危機管理担当）付・参事官補佐（兼）防衛庁防衛局防衛政策課部員（防衛

庁部員）（兼）防衛庁防衛研究所研究部主任研究官、2005年12月3日－ 第3期国際安全保

障学会理事（学会誌『国際安全保障』編集委員。書評小委員会委員長）、2006年7月－2007

年1月防衛庁防衛研究所研究部第2研究室主任研究官（防衛庁教官）、2007年1－3月防衛

省防衛研究所研究部第2研究室主任研究官（防衛教官）、2007年4月本学助教授。2007年4

－9月米国ジョンズ・ホプキンス大学 SAIS ライシャワー・センター東アジア研究所客員

研究員（安倍フェロー）、2007年12月－2008年3月韓国世宗研究所（Sejong Institute）客員

研究員（安倍フェロー）、2008年9－10月中国社会科学院亜洲太平洋研究所訪問学者（安

倍フェロー）、2008年9月－ 韓国新亜細亜研究所 学術誌『新亜細亜（NEW ASIA）』編集

委員、2008年12月－ 第4期国際安全保障学会理事（学会誌『国際安全保障』編集委員長）、

2009年4月－ 早稲田大学アジア太平洋研究センター安全保障研究部会特別研究員、2010

年1月政策研究大学院大学准教授、2014年4月政策研究大学院大学教授。 

 

１. 業 績（Ａ） 

（１） 論 文（共 著） 

＊ 「第3章 自衛隊と米軍の共同作戦の成果と教訓」（アンドレア・プレッセーロとの共著）

恒川惠市 編『大震災に学ぶ社会科学 第7巻 大震災・原発危機下の国際関係』東洋経

済新報社、2015年、39～62頁。 

＊ 「第4章 日米協力の国内外への影響」（アンドレア・プレッセーロとの共著）恒川惠市

編『大震災に学ぶ社会科学 第7巻 大震災・原発危機下の国際関係』東洋経済新報社、

2015年、63～83頁。 

＊ 「第7章 朝鮮半島有事と日本の対応」（東清彦との共著論文）木宮正史 編『シリーズ日

本の安全保障 第6巻 朝鮮半島と東アジア』岩波書店、2015年、179～205頁。 

（２） 学会発表 

＊ “Deciphering China’s Security Intentions in Northeast Asia: The Japanese Debate,” International 

Studies Association Annual Convention, Atlanta, March 16, 2016. 

（３） その他 



① 研究会発表 

＊ “Multilateral Tugs of War: Geopolitics in Northeast Asia,” World Affairs Council of Atlanta, 

Atlanta, March 16, 2016. 

＊ “Cold War Legacies: Lessons from U.S.-Japan Military Strategies In The Pacific,” Woodrow 

Wilson Center, Washington, DC, March 7, 2016. 

＊ “The Rise of China and Japan’s Security Strategy,” Lecture, US Naval War College, 

Washington DC, February 17, 2016. 

＊ “Japan’s Response to Nuclear North Korea and Rising China,” University of California, 

Berkeley, CA, February 8, 2016. 

＊ “Japan, Asia, and the U.S.-Japan Relationship in 2016,” in “Japan 2016: A Look at the Year 

Ahead,” The Japan-America Society of Washington, DC, Carnegie Endowment for International 

Peace, January 21, 2016. 

＊ “North Korea’s Nuclear/Missile Development and Japan’s 

Nonproliferation/Counterproliferation Efforts,” in “Countering Weapons of Mass Destruction,” 

Center for American Progress, January 14, 2016. 

＊ “Inter-Korean Relations in the 1980s,” in “Inter-Korean Relations in Historical Perspective,” 

Woodrow Wilson Center, Washington, DC, December 11, 2015. 

＊ “A2/AD and ‘Presence at Sea’ Challenges from an Allied Perspective,” CNAS Alliance 

Requirements Roadmap, Washington, DC, December 10, 2015. 

＊ “East China Sea Contingencies” in “Crisis Management and Northeast Asian Contingencies,” 

Evermay Dialogue, Washington, DC, December 9, 2015. 

＊ “North Korea’s Brinkmanship Diplomacy: History and Analysis,” U.S. Naval War College, 

Newport, RI, December 8, 2015. 

＊ “North Korea’s Nuclear/Missile Development and Japan’s Response,” Lecture, George 

Washington University, Washington, DC, December 2, 2015. 

＊ “Northeast Asia and Korean Unification,” 2015 Korea Global Forum, Woodrow Wilson Center, 

Washington, DC, November 10. 

＊ “Japan’s New Security Legislation and the U.S.-Japan Security Alliance,” The Mansfield 

Foundation’s Capitol Hill Asia Policy Dialogue Series, U.S. Congress, October 21, 2015. 

＊ “Japan’s Response to Nuclear North Korea and Rising China,” Harvard University’s Program 

on U.S.-Japan Relations Seminar, Cambridge, MA, October 20, 2015. 

＊ “Evaluation and Current Status of Japan’s Security and Foreign Policy Approach to Myanmar,” 

for “Myanmar in a Regional Context,” The East-West Center in Washington DC, September 21, 

2015. “Striving for Northeast Asian Peace,” CSIS, October 2, 2015. 

＊ “North Korea’s Nuclear/Missile Development and Japan’s Response,” Sasakawa USA 

Emerging Experts Delegation (SEED) Program, Washington, DC, September 25, 2015. 

＊ 「日韓安全保障協力の歴史と今後の展望」平和・安全保障研究所 奨学プログラム 第

16 期定例セミナー、2015 年 6 月 20 日。 

② Discussant/Commentator 

＊ “China’s Military Capabilities in 2020: Implications for the U.S. and Regional Partners,” Center 

for a New American Security, Washington, DC, October 8, 2015. 



＊ “Japan’s Security Role and Capabilities In the 2020s,” Atlantic Council, Washington, DC, 

November 13, 2015. 

＊ 「北朝鮮リスクと日本の安全保障―核・ミサイル問題を中心に」日本経済新聞社 研究

会、2015 年 5 月 12 日。 

 

２. 業 績（Ｂ） 

（１） 書評・解説等（コラム） 

＊ “Start of North Korean leader’s new political-military-diplomatic game,” Straits Times, February 

23, 2016, p. A20. 

＊ “Stand-off in the South China Sea,” Straits Times, November 28, 2015, p. A48. 

＊ “Red Sun Rising,” The Cipher Brief, October 28, 2015. 

＊ “Japan-Korea ties frosty after 50 years,” Straits Times, June 30, 2015, p. A22. 

＊ “Strategic cooperation key to Japan’s peaceful future,” East Asia Forum, May 29, 2015. 

＊ “US, Japan and a message of hope,” Straits Times, May 20, 2015, p. A21. 

 

３. 助成金等による研究 

＊ 笹川平和財団「ウッドローウィルソン国際学術センター ジャパンスカラーシップ」

（2015 年 9 月～2016 年 3 月） 

＊ 日本学術振興会「東日本大震災に係る学術調査」国際関係班 研究分担者 

 

４. 教 育 

（１） 講 義 

＊ Security and International Studies Dissertation Seminar (Spring Term) 

＊ Strategic Studies Research Methodologies (Spring Term) 

＊ 情報と安全保障（春学期） 

＊ 情報と安全保障特論（春学期） 

（２） 演 習 

＊ 安全保障・国際問題論文演習（春学期） 

＊ Tutorial for G-cube: Regional Orders and States in the Changing World Order, International 

Security Issues, International Organizations (Spring 2015) 

（３） 論文指導 

＊ Young Leaders Program：修士課程 3 名（主指導 3 名：学位取得） 

＊ One-year Master’s Program of Public Policy (MP1)：修士課程 1 名（主指導：学位取得） 

＊ 安全保障・国際問題プログラム：博士課程 10 名（主指導 6 名：うち 1 名学位取得、副

指導 4 名） 

＊ 政策プロフェッショナルプログラム：博士課程 1 名（副指導） 

＊ 公共政策プログラム：博士課程 1 名（副指導） 

＊ GRIPS Global Governance Program (G-cube)：博士課程 1 名（主指導） 

（４） 研修事業 

＊ ベトナム国防省研修 

＊ ベトナム共産党副大臣研修 



（５） その他 

＊ 「中国の台頭と日本の軍事戦略―冷戦期と現在の比較を通じて」GRIPS―防衛研究所主

催 国際安全保障フォーラム・イン・東京、2015 年 6 月 25 日 

＊ 「わが国の安全保障政策の動向」政策研究大学院大学防災・復興・危機管理に係る連続

セミナー 第 3 回、2015 年 7 月 7 日 

＊ 「未来世代のための日韓関係構築―現状説明と論点提示」日韓未来構想 2015 東京セミナ

ー、2015 年 6 月 13 日 

＊ “Changing Strategic Environment in Asia and Japan’s Response,” NATO Parliamentary 

Assembly, June 2, 2015 

 

５. 管理・運営への関与 

（１） 委員会 

＊ GRIPS Global Governance Program (G-cube) Committee 

＊ 安全保障・国際問題プログラム・コミティー 

＊ 防災・復興・危機管理プログラム・コミティー 

＊ Young Leaders Program Committee 

＊ Maritime Safety and Security Policy Program Committee 

＊ One-year Master’s Program of Public Policy (MP1) Committee 

＊ Two-year Master’s Program of Public Policy (MP2) Committee 

＊ 教育ソフト改善委員会 委員 

＊ 第 3 期中期目標・計画検討ワーキンググループ 委員 

＊ GRIPS フォーラム運営委員会 委員 

（２） タスクフォース 

＊ リーディング大学院タスクフォースおよびプログラム運営委員会 委員 

（３） その他 

＊ AO 室長代理 

＊ 海上保安政策プログラム 立ち上げ準備（2015 年 8 月まで） 

＊ 防衛研究所との連携プログラム 立ち上げ準備 

 

６. 社会的貢献（Ａ） 

（１） 他大学・研究所等における活動 

① 博士論文指導 

＊ 李承宰（早稲田大学アジア太平洋研究科 国際関係学 専攻 学籍番号：4015S851—5）

「Hub and Spokes 同盟システムにおける日韓関係―日米韓の関係を中心に」 

② 講義（政府機関等） 

＊ “Kim Jong Un’s Military-Diplomatic Campaigns,” US National Defense University, 

Washington, DC, March 31, 2016. 

＊ 「現代戦略論」航空自衛隊幹部学校 第 66 期幹部高級課程（AWC）、2015 年 7 月 17 日。 

＊ 「中国の台頭と日本の対応――冷戦期と現在の比較を通じて」航空自衛隊木更津分屯基

地 研究会、2015 年 7 月 1 日。 

＊ 「軍事危機の分析手法―朝鮮半島を事例として」防衛省情報本部 基礎分析官研修、2015



年 6 月 19 日。 

＊ “Changing Strategic Environment in Asia and Japan’s Response,” US Government Joint 

Foreign Area Officer Asia-Pacific Course, June 10, 2015. 

＊ 「北朝鮮の核・ミサイル開発と日本の対応」警察大学校、2015 年 6 月 10 日。 

＊ 「日韓関係と安全保障協力の今後」警察大学校、2015 年 6 月 10 日。 

＊ 「ゼミ テイラード抑止」海上自衛隊幹部学校 指揮幕僚課程（CSC）、2015 年 6 月 5 日 

＊ 「抑止論基礎」海上自衛隊幹部学校 指揮幕僚課程（CSC）、2015 年 5 月 8 日。 

＊ 「日韓関係と安全保障協力の将来」世界政経調査会 軍事情勢研究会、2015 年 4 月 16

日。 

＊ 「東アジア情勢――朝鮮半島、中国、そして日本の安全保障」法務総合研究所 第 50 回

入国管理局関係職員管理科研修（A 課程）、2015 年 4 月 16 日。 

＊ 「現代戦争論」航空自衛隊幹部学校 第 63 期指揮幕僚課程（CSC）、2015 年 4 月 16 日。 

③ その他 

＊ 平和・安全保障研究所（RIPS）―国際交流基金日米センター（CGP）第 3 期 日米パー

トナーシップ・プログラム ディレクター（研究員の選考、講義実施、論文指導など）

（2014 年 6 月～2015 年 8 月） 

（２） その他 

＊ Asia-Pacific Review, editorial board member（世界平和研究所） 

＊ 学術誌『新亜細亜（NEW Asia）』編集委員（韓国新亜細亜研究所） 

＊ Journal of Asian Security and International Affairs, editorial board member 

 

７. 社会的貢献（Ｂ） 

（１） ジャーナリズムを通じた発言 

① 活字メディア 

＊ “Bullet train, nuclear deal top Japan’s Abe agenda in India,” Associated Press, Dec 11, 2015 

＊ “Japan Must Reject Isolationism,” New York Times, Aug 18, 2015 

＊ 「安保法案、衆院通過 専門家の見方は」『共同通信』2015.7.17 

＊ 「安保論戦に望む―国民の判断力醸成を」『毎日新聞』2015.5.27 

② 電波メディア 

＊ 「安保法案は一体、何を実現しようとしているものなのか？」、TBS ラジオ『荻上チキ・

Session22』2015.8.20 

＊ 「北朝鮮の暴発あるか？ 想定『朝鮮半島有事』」、BS フジ『プライムニュース』2015.7.7 


